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Abstract   Topmouth gudgeon (Pseudorasbora parva; Japanese name, motsugo), originally 
distributed in western Honshu, Shikoku and Kyushu, has been artificially introduced well 
north of its natural distribution area, to the Tohoku region and Hokkaido. The occurrence 
of topmouth gudgeon in the pond of Notsukeushi park at Kitami City, Hokkaido, the first 
record of the species in the Okhotsk region, was established and the population size 
estimated using the mark-recapture method. Although more than 2,000 fish between 1 and 
4 years old were determined as living in the pond, none were found in either the inflow and 
outflow rivers, despite their apparent suitability. Further efforts in public educations are 
required to prevent further spreading of this fish.
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モツゴ（Pseudorasbora parva）は，朝鮮半島や
台湾を含むアムール川以東の東アジアに広

域分布する最大全長 10 cmほどの小型コイ科淡水
魚である（中村，1969）．1年で性成熟し（中村，
1969），寿命は 5年ほどとされるが（Novikov et 
al., 2002），野生下での寿命は 2年ほどという報告
もある（Onikura and Nakajima, 2013）．日本におけ
る本種の自然分布域は，関東平野以西の本州，四
国，九州とされる（内山，1989；細谷，2018）．
しかし現在では，コイやフナ移植の混入等を通し
て，自然分布域外である北海道の一部や東北地方
を含む日本各地での生息が確認されており（小西・
高田，2012），いわゆる国内外来種の代表魚となっ
ている．自然分布域外に侵入した本種は，感染症
や寄生虫の媒介，種間競争を介した在来種の駆逐
など，在来生態系へ影響を及ぼすことが報告され

ている（Gozlan et al., 2005；Britton et al., 2010）．そ
のため，東北地方などの自然分布域外に生息する
モツゴは，環境省（2014）によって総合対策外来
種に指定され，生態系被害防止外来種リストに掲
載された．北海道では，日本海側の石狩川水系や
太平洋側の十勝川水系，大沼や小樽などで生息が
確認されていたが（Hikita，1964；尼岡，2011），
2015年にオホーツク管内に属する北見市内の野
付牛公園内の池で本種が発見された（菅野・金岩，
2016）．これは，オホーツク管内の水系における，
本種移入の初報告である．しかし，外来種対策を
講じるにあたり必要不可欠な情報である，定着の
有無や生息密度等は知られていない．そこで本研
究では，野付牛公園内の池において，標識採捕法
を用いて算出した推定個体数と，採捕個体の年級
群からモツゴの生息状況を明らかにすると共に，

北海道北見市における国内外来種モツゴの定着状況
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公園の池に繋がるとされる河川においても本種の
生息有無を調査し，今後必要とされる対策につい
て考察した．

材 料 と 方 法

調査は，北海道北見市内に位置する野付牛公園
内の池およびそこに接続する小石川で実施した
（Fig. 1）．野付牛公園での調査は，北見市長の行
為許可（許可第 85号）のもと，本種の活動が活
発化すると考えられる 7月に実施した．公園内の
池では，ある程度の水深があり，且つ人為的な影
響が少ないと考えられる地点にキャットフードと
ブルーチーズを誘引物とした 8つのカゴ罠（48 
cm × 24 cm × 24 cm，網目 2.5 mm）を分散させて
設置し，2時間後に回収した．採捕個体は，種ご
とに個体数を記録し，モツゴのみ尾叉長と重量を
計測した．モツゴは，計測後に鰭切り法による標
識を施した後，放流した．その後同一日にもう一
度同じ地点にカゴ罠を設置し，同様の餌条件・設
置時間で回収した．
採捕された個体の年級群を判別し，定着状況を

検証するために，尾叉長をクラスター解析により

分類した．各年級群の分散が等しいのか異なって
いるのか分からないため，尾叉長の対数が分散の
共通した正規分布に分かれると仮定した Eモデル
と，尾叉長の対数が分散の異なる正規分布に分か
れると仮定した Vモデルを用い（赤嶺，2007），モ
デルを比較した．各モデルのクラスター数毎に算
出した BIC（Bayesian Information Criterion；Schwarz, 
1978）に基づいて，最適なモデルとクラスター数
を決定した．また，採捕された個体に含まれる標
識個体の数を基に，Petersen法（赤嶺，2007）に従っ
て個体数を推定した．個体数推定は，採捕個体を
全てまとめて推定した場合と，クラスター解析に
より分解した尾叉長のクラス毎に個体数を推定し
た場合の 2パターンで行い，体サイズによりカゴ
罠の採捕率が異なる可能性を考慮した．以上の解
析には，R ver. 3.3.3（R core team, 2017）及びパッケー
ジ mclust ver. 5.4（Scrucca et al., 2016）を用いた．
また，同日に公園内の池へ繋がっている常呂川

水系の小石川にて，水生生物を採捕した．小石川
は，野付牛公園近辺において暗渠となっているた
め，川が地上を流れ，且つ公園から最も近い上流
側の約 100 ｍ区間と下流側の約 20 ｍ区間にて調
査した（Fig. 1）．採補には，北海道知事の特別採

Fig. 1.　Map of the study area. The solid line indicates a river, and the dotted line indicates a river that 
is closed conduit. The diamonds (◆ ) indicate trapping points, and the triangles (▲ ) indicate 
sampling points.
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捕許可（内水面特採第 104号）のもとエレクトロ
ショッカー（SMITH-ROOT社 LR-20型，50–990V，
最大 120A）を用い，区間内で採補された魚類の
種を同定し，採捕数と共に記録した．

結 果

池内では，モツゴやフナ類，さらに保全の観点
から詳細は公表を控えるが，環境省レッドリスト
記載種といった複数の生物種が採捕された．池内
における一度目の採捕では，165個体のモツゴが
採捕され，その全てに標識を施した後に放流した．
2回目の採捕では 151個体のモツゴを採捕し，内
14個体が標識個体だった．採捕されたモツゴの
尾叉長の範囲は 43–94 mmだった（Fig. 2）．クラ
スター解析により推定された各クラス数の BIC
値を Fig. 3に示した．Eモデルのクラスター数 2
の BIC値が最も低かったため，尾叉長は 64 cmを
境にそれぞれの分散が異なる 2つのクラスターに
分類することが最適とされた（Fig. 2）．このこと
から，採補されたモツゴには複数の年級群が含ま
れると考えられた．また，Petersen法による推定
の結果を Table 1に示した．全採捕個体を使用し

た場合では，1,834.9（信頼区間：1,224.0–3,663.3）
個体のモツゴが生息していると推定された．それ
ぞれのクラスごとに個体数推定を行った場合では，
小型個体の推定個体数は 1,827.0個体，大型個体
の推定個体数は 610.4個体，それらの合計は
2,437.4個体となり，全採捕個体数を一度に用い
て推定した場合よりも多かった．また，小型個体
の信頼区間は 933.9–41,886.5と， 大型個体の
379.7–1,556.7よりも広かった．
小石川では，公園の上流下流共にモツゴは採捕

されなかった．

考 察

池内で実施した本調査にて，モツゴと共にフナ
類が採補された．フナ類の移植は，国内や海外に
おいてモツゴの分布を拡大した要因の 1つであり
（松沢・瀬能，2008；Gozlan et al., 2010；石川ほか，

2013），野付牛公園においてもフナ類の移植に混
じってモツゴが移入した可能性が考えられた．北
海道においてモツゴは，石狩川流域や十勝川流域
を中心に移入定着しているが（稗田，1984），在
来種との関係は明らかでない．緩流を好むトゲウ
オ類やヤチウグイといった北海道在来種は（稗田，
1984），モツゴと競合関係にある可能性も考えられ，
今後の調査研究が望まれる．
クラスター解析により分類された 2つのクラス

ターについて，Gozlan et al.（2010）を参考にする
と，クラスター1が 1歳，クラスター2が 2歳以
上の年級群と考えられ，4歳程度までの個体が生

Fig. 2.　The histogram of fork length frequency for 
topmouth gudgeon. Graph showing fork length of 
topmouth gudgeon on the x-axis and frequency on the 
y-axis. The white and black bars indicate the cluster 1 and 
2 by the finite mixture model, respectively.

Fig. 3.　BIC plot for models fitted to the fork length data. 
Graph showing number of class on the x-axis and the BIC 
on the y-axis for the finite mixture models. E shows the 
model assumed equal variance among clusters, and V 
shows the model assumed variable variance among 
clusters.

Table 1.　Estimated number of individuals by condition

Estimation 
condition

N
Point 

estimation
Confidence limits

Minimum Maximum
All 325 1,834.86 1,223.95   3,663.31

Cluster 1
(≤ 64 mm) 173 1,827.00   933.87 41,886.45
Cluster 2

(> 64 mm) 151   610.44   379.66   1,556.74
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息していると考えられた．また，追星や腹部の膨
らみといった産卵期の特徴を有した個体が採捕さ
れたことから（秋山・北野，2011），再生産して
いることが強く示唆された．その一方で，本調査
にて当歳魚が採捕されなかった原因は，仔魚の孵
化より前の時期であったため，若しくは孵化後の
仔魚や稚魚にとってカゴ罠の網目が大きすぎたた
めであると考えられる．以上の点に加え，本研究
で算出された推定個体数や過去に当歳魚が発見さ
れている点をふまえると（菅野・金岩，2016），
野付牛公園における本種の定着は確実と考えられ
た．
全採捕個体を使用した個体数推定により野付牛

公園内の池には，1,834.9（信頼区間 : 1,224.0–
3,663.3）個体のモツゴが生息していると推定され
た．採捕に使用したカゴ罠は，採捕個体の体サイ
ズに偏りを発生させ，小型個体の採捕率を下げる
場合があるとされるため（佐原，2014），尾叉長
のクラスター毎に推定を行った．その結果，小型
個体は大型個体と比較して信頼区間が広く，採捕
個体のサイズ差が推定の精度に影響を与えている
可能性が考えられたが，尾叉長の各クラスの点推
定値を足し合わせた値は 2,437.4となり，全採捕
個体を使用した推定値の信頼区間内に収まった．
そのため本推定は，小型個体の推定個体数にバラ
ツキが生じた可能性があるものの，ある程度の確
度を保っていると考えられた．
本調査の繰り返し採捕は同日内で実施している

ため，標識個体の拡散に必要な時間が不十分であ
り，個体数が過小に推定されている可能性がある．
また，標識のストレスによる再採捕率の低下やカ
ゴ罠を設置した条件に起因する設置地点の偏りな
ど，本推定には潜在的に大きなバイアスが含まれ
る可能性も考えられる．しかし，これらを考慮し
たとしても個体群の安定には十分な個体数が生息
していると考えられた．
航空写真から推定した野付牛公園内の池の面積

は，約 7,625 m2であった．今回の推定個体数が池
内全域の個体数であり，モツゴが池内に均一に生
息していると仮定した場合の生息密度は，約 0.24
個体 /m2と推定された．モツゴは，比較的高密度
に生息することも多く，奈良県の農業用ため池で
は 4.50個体 /m2（松山・田中，2003），イギリス
の湖では 6.10個体 /m2といった生息密度で生息し
ていることが報告されている（Britton and Brazier, 
2006）．本研究で算出された生息密度は，前述の
地域と比較して低く，野付牛公園においても密度

が更に高まる可能性を示唆した．
本研究において，モツゴは小石川で確認されな

かった．野付牛公園の下流側の小石川は，流速が
0.0–6.2 cm/sec程度のゆったりした流れであり，
モツゴの生息環境として好適と考えられる環境が
見られた（中村，1969）．調査地点から約 400 m
下流は常呂川との合流地点となっており，侵入・
定着した場合には本流へ侵入する可能性も低くな
い．
野付牛公園においては，天然環境への流出やそ

の後の在来生物への影響を考えると何らかの対策
が急務である．一般的に，外来種は個体数が増加
し被害が進行・蔓延するにつれて，対策に係る費
用や労力といったコストが大きくなる（環境省ほ
か，2015）．そのため，野付牛公園においては，
生息密度がこれ以上高まる前に，駆除をはじめと
した対策を講じるべきである．しかし，外来種と
しての影響が一見観測されにくいモツゴのような
生物種において，駆除を実施することは現実的に
難しいかもしれない．看板の設置をはじめとした
啓発活動により，これ以上の人為的な分布拡大を
防ぎ，人々の意識を高めることが必要であろう．
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